
７月の人権教育への取り組み

人権教育月別目標】【

・これまでの自分を見つめ、ステップアップを図ろう。

☆１学期における自分自身や自分を取り巻く集団の活動を振り返らせ、ク

ラスや学年、および、部活動の中での自分自身の頑張りや周囲への関わ

りについて反省を促すようにさせる。良くできた点についてはお互いに

認め合い、さらに成長するように励ます。また、良くできなかった点に

ついては今後改善するように支援していく。

【具体的な場面を通して】
○学級において

＜授業＞

①意欲的に学習に取り組ませ（家庭学習も 、期限を守って課題を提出させる。）

②発表や発言は、誰でも自由にできる雰囲気を作るようにする。

③失敗を許し、お互いの意見や行動を認め合えるようにする。

＜日常の学校生活＞

①楽しい雰囲気の中にも「規律」や「けじめ」のある行動ができるようにする。

②集団における自分の役割や責任を果たさせ、お互いに協力し合えるようにする。

③正しくない言動があったとき、お互いにそれを注意し合えるようにする。

○学年、学校において

＜学年＞

①学年集会 … 各学年の１学期の取り組みについて総括する際 「仲間との協力」、

「仲間への思いやり」についても触れ、良くできた点については

賞賛し、励ます。また、良くできなかった点については学年生徒

、 。・職員みんなで改善していき 集団を高めていくことを確認する

＜学校行事＞

①中体連激励会 … 全校生徒で夏の大会やコンクールに向けて頑張っている仲間にエ

ールを送る。自分のため、仲間のため、学校のために全力で取り

組んでいる仲間を思いやる気持ちを大切にさせる。

②終業式 … １学期の節目であり、学習の様子を振り返ると同時に、行動の様

子を振り返らせ、自身の努力や友達への思いやりについて考えさ

せる機会とする。

＜部活動＞

①部活動の大会 … 自分の役割を果たすとともに、お互いに弱点をカバーし合うよう

にさせる。仲間への思いやりの気持ちを持つと同時に自分には厳

しく、高め合うことを意識させ行動させる。

②部活動の練習 … 運動部では３年生から２年生への世代交代の時期である。３年生

には残り少なくなった部活動に全力で取り組ませる。また、２年

生を中心とする後輩には、今までお世話になった３年生へ感謝の

気持ちを持たせる。３年生が全力で部活動に取り組める環境作り

をし、これからは１・２年生が部活動の中心となるという自覚を

持たせるようにする。


